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お願い 

メールマガジンのご案内 

アンケートに答えて… 

メールマガジンのご案内 

アンケートに答えて… 

三重大学振興基金への  
ご協力をお願いします 
三重大学振興基金への 
ご協力をお願いします 
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三重大学附属病院／四日市フロント／みえ県民交流センター
（アスト津3F）／伊賀研究拠点／三重県庁／県内高校／県内市役
所・役場／県内図書館・公民館／県内関連病院／県内保健所／
三重県総合文化センター内／百五銀行／三重銀行／第三銀行
／紀南病院／eisu／名古屋市立図書館／津市東京事務所／
四日市市政策推進部東京事務所／
三重県東京事務所

近鉄主要駅
（津／江戸橋／桑名／四日市／白子／松阪
／伊勢市／宇治山田／五十鈴川／鳥羽
／伊賀神戸／桔梗が丘／名張／
上野市／青山町）

くす くす えっ えっ 三重大えっくすは 
ここに置いてあります！  

お知らせには、予定のものも含まれております。ご参加・お申し込みいただく場合には、必ず、電話・HPなどでご確認ください。

季節のNEWS―皆既月食― 季節のNEWS―皆既月食― 

　「Campus CUBE」　 
4月から本学のキャンパスパーソナリティーが新メンバーに！
毎週金曜日20：30～20：55の間の25分間、放送中です！

■～学生の企画するFMラジオ番組～ 
皆さん、

聴いてください！

えっ えっ 

よろ
し 

くね
！ 

ミッチェル カイ君 

 パーソナリティー 
募集！ 

対象は三重大生です！ 
ぜひご応募ください！ 

★応募先★ 
三重大学企画総務部総務チーム 広報室 

TEL 059-231-9789

三重大学では、地域の皆様への情報発信の一環として、メールマガジンを配
信しています（発行：毎月末）。各種イベント、教育・研究活動上のトピックスなど、
“三重大”に関する情報を広く学外へ紹介しています。多くの方々からのご意
見・ご提言もいただきながら、地域とともに発展していきたいと考えています。

皆様のご登録を心からお待ちしています。 

　次の事項をご記入の上、下記メールアドレスまでメールをお送りください。

1.メールのタイトルは『メールマガジン希望』と記入してください。
2.メールの本文に、以下の事項を添えてください。
　①「一般」もしくは、「三重大生（保護者）」　②お住いの都道府県　

koho@ab.mie-u.ac.jp
　できる限りパソコンのメールアドレスをご登録ください。携帯電話の場合、
受信文字数の関係上、内容を一部省略させていただくことになります。

配
信
お
申
込
み
方
法

三重大学の目的・使命を達成する一助となることを目的に「国立大学法
人三重大学振興基金」を設立しました。次の事業を計画しておりますので、
皆様の温かいご支援・ご協力をお願いいたします。

◎学生への奨学金及び災害時の学資援助事業　◎学生の修学環境整備事業 

◎学生・教職員の海外留学その他国際交流活動等への支援事業 

◎地域貢献支援事業　◎その他本学の目的達成に必要な事業 

三重大学オリジナル“えっくすくんわくわくシャーペン”をもらおう！！ 
　「三重大X」をよりよくするために、ぜひアンケートにご協力
をお願いします。アンケートにお答えいただいた方には、「えっ
くすくんわくわくシャーペン」をお送りします。
どしどしお寄せください。（先着100名）
＊なお、お寄せいただいた個人情報は、景品発送のみに使わ
せていただきます。

→「えっくすくんわくわくシャーペン」ご希望の方は、巻末の綴じ込
みはがきにご感想等必要事項をご記入の上ご投函ください。

三重大学振興基金事務局 
【企画総務部総務チーム内】 
〒514-8507 津市栗真町屋町1577
TEL: 059-231-9005   FAX: 059-231-9000 
E-mail: kikin@ab.mie-u.ac.jp 
URL: http://www.mie-u.ac.jp/fund/

ご
郵
送
先
・

お
問
い
合
わ
せ
先

●募金の方法●三重大学振興基金事務局までご連絡いただくか、寄附
申込書を本学ホームページよりダウンロードしていただき、ご記入の上ご郵送
ください（ＦＡＸ・E-mailでもOKです）。
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二見の旅館街 

▼

▼御塩殿

松林の海岸 

▼
  

伊
勢
参
宮
の
旅
人
は
二
見
に
足
を
伸
ば
し
、伊
勢

の
海
の
風
物
を
楽
し
む
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

禊
ぎ
を
行
う
夫
婦
岩（
立
石
）の
浜
、神
宮
の
塩
を
つ

く
る
御
塩
殿
、歌
枕
と
し
て
知
ら
れ
る
景
勝
は
、旅
人

を
惹
き
つ
け
る
魅
力
を
た
た
え
て
い
ま
し
た
。
と
は
い

え
、二
見
は
江
戸
末
期
に
は
二
〇
戸
ほ
ど
の
、小
さ
な

茶
屋
の
集
落
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
こ
が
近
代
観

光
地
と
し
て
急
成
長
を
遂
げ
る
き
っ
か
け
は
、明
治

十
五
年
に
内
務
省
衛
生
局
長
長
与
専
斎
の
勧
め
に

よ
り
、全
国
的
に
も
い
ち
早
く
海
水
浴
場
が
開
設
さ

れ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
更
に
明
治
二
十
年
に
は
神

苑
会
に
よ
っ
て
、参
宮
の
賓
客
の
迎
賓
館
と
な
る
賓
日

館
が
開
設
さ
れ
、皇
族
の
利
用
も
度
重
な
っ
て
、二
見

の
観
光
地
と
し
て
の
格
は
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。 

更
に
明
治
三
十
六
年
の
外
宮
・
二
見
間
の
電
車
敷

設
、明
治
四
十
四
年
の
山
田
・
二
見
・
鳥
羽
間
の
参
宮

線
開
通
な
ど
の
交
通
の
便
の
整
備
は
、鉄
道
を
利
用

し
た
、近
代
的
な
参
宮
の
旅
に
大
き
く
門
戸
を
開
く

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
景
色
の
良
い
海
岸
の
松
林
に
は

旅
館
や
土
産
物
屋
が
軒
を
連
ね
る
新
し
い
旅
館
街
が

形
成
さ
れ
、二
見
の
顔
は
街
道
か
ら
、旅
館
街
に
移
っ

て
い
き
ま
し
た
。
町
並
は
参
宮
や
保
養
の
家
族
連
れ

を
初
め
、修
学
旅
行
や
、海
水
浴
で
賑
わ
い
ま
す
。
夫

婦
岩
の
間
か
ら
昇
る
日
の
出
を
待
ち
、家
族
で
の
海

水
浴
を
楽
し
み
、松
林
を
散
策
し
、土
産
物
店
を
冷

や
か
す
旅
の
時
間
、潮
風
や
さ
ざ
え
の
壺
焼
の
に
お
い

は
、訪
れ
た
人
の
記
憶
の
底
に
留
め
ら
れ
、二
見
は
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
町
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。 
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■開館時間：9：00～16：30（最終入場）
■休 館 日：火曜日（祝日の場合翌日休）
■入 館 料：大人／300円、 小人（小・中・高）／150円
■TEL/FAX：0596-43-2003

賓日館（重要文化財） 
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広報室がとらえた月食の様子

12月10日（土）、今回
の皆既月食では、天候に
も恵まれ、始まりから終わ
りまでの全過程を見るこ
とができました！次回の日
本で見られる皆既月食は、
3年後の2014年10月8日
です。

・25 26・ 

Series● 
●
お
知
ら
せ
●
季
節
の
N
E
W
S
―
皆
既
月
食
―
／
Ｆ
Ｍ
三
重
で
放
送
中
!!
　
●
お
願
い
●
三
重
大
学
振
興
基
金
・
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
・
ア
ン
ケ
ー
ト
 

●
歴
史
街
道
シ
リ
ー
ズ
●
 

●Information

三重大 X［えっくす］ vol.27 
平成24年1月15日発行

●発行／三重大学広報委員会
●編集／三重大学広報室
●印刷／有限会社アートピア　artopia@ztv.ne.jp
◎禁無断転載　本誌掲載の文章・記事・写真等の無断転載はお断りします。

〒514-8507　津市栗真町屋町1577
TEL 059-231-9789／FAX 059-231-9000
ホームページ　http://www.mie-u.ac.jp/
E-mail　koho@ab.mie-u.ac.jp　　　  ＊ご意見をお寄せください。

三重大学 企画総務部総務チーム 広報室 

本誌お問い合わせ先 


